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相似な図形 三角形と線分の比②
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平行線と線分の長さ（誤答例）

次の問題は，まだ「平行線と線分の比」を学習する前の段階の問題です。

だから，この学習段階では，三角形の辺の長さは相似な三角形の対応辺の比をとって求めます。

ところが，「平行線と線分の比」を学習した生徒がこの問題を解くと，次のようなまちがいをし

ます。そして，圧倒的多数の生徒がこれと同じまちがいをします。

＊赤ラインの部分が

まちがいです。
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そこで，教科書では，どのように教えているかを調べました。

令和５年度・東京書籍「新しい数学３」１４５ページと１５１ページです。

三角形と比の定理

上の誤答例のうち，(1) のｙの値を求める問題で，「三角形と比の定理」の１と２の混同がみら

れます。また，(2) の誤答も同様です。

１はＤＥ∥ＢＣだから，△ＡＤＥ∽△ＡＢＣより，対応辺の比が等しいから

ＡＤ：ＡＢ＝ＡＥ：ＡＣ＝ＤＥ：ＢＣ

なのであって，単なる相似の問題で，下の「平行線と比」についての定理など関係ありません。

２も，Ｄを通ってＡＣに平行な直線とＢＣとの交点をＲとすれば，

△ＡＤＥ∽△ＤＢＲより，対応辺の比が等しいから，

ＡＤ：ＤＢ＝ＡＥ：ＤＲ(ＥＣ) Ï四角形ＤＲＣＥは平行四辺形だからＤＲ＝ＥＣ

なのであって，単なる相似の問題で，下の「平行線と比」についての定理など関係ありません。

上の(1) のｙの値や(2) の誤答例は，相似な三角形の対応辺の比をとっていないことによるまち

がいです。

相似な三角形を使って対応辺の比が使えるなら，”平行線と比”のことなど考えずに，必ず相似

な三角形の対応辺の比をとって辺の長さを求めることができます。

これが，「相似の本質」を使った解法です。

本質を使って考える習慣をもっていれば，見かけの現象に惑わされることはないはずです。

「平行線と比」の定理

では，「平行線と比」の定理とは何か。

これは，「平行線と比」という呼び方が，この定理の本質を表したいないためにぼや～っとして

その本質を理解しずらいのです。その結果，誤った使い方をしてしまうのです。

上のような間違いが，典型的な誤答例です。

平行線を切り取る２直線間の距離は，比で使ってはいけないのです。Ì

（三角形の対応辺になっている場合は比で使えますが。）
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では，この定理をどのように理解したらいいかというと，

「平行線と比」ではなく，「平行線で切られた線分の比」の定理として理解するべきなのです。

このように理解すると，平行線と比の問題では，平行線の部分の長さは比としては使ってはいけ

ないということがわかります。

「平行線で切られた線分」しか考えてはいけないからです。

「平行線と比」の問題では，左の図の

赤い部分は比として使ってはいけない。

したがって，平行線の問題を解くときに守るべきことは，次の２点です。

１ 相似な三角形なら対応辺の比を使って辺の長さを求める。

２ 平行線の問題では，線分の長さを求めるときは，

「平行線で切られた線分の比」だけを使う。（左右の直線の一部分である線分）

これを”視覚的に”整理した教材を紹介しましょう。
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